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１．概要 

１－１ 基本操作説明 

チュートリアルを学習する前に、知っておきたい基本操作について説明します。 
 

■ e-camo の起動 

 [ESPRIT アイコン] 
デスクトップにあるESPRITのアイコンをダブルクリックすると、ESPRITの起動と同時に e-camo
が起動します。また、スタートメニューの[すべてのプログラム]から[ESPRIT2006] - [ESPRIT]を
選択して起動することもできます。 

 
 

 
 

メニューバー 

ツールバー 

グラフィックス作業ウィンド

プロンプト領域 プロジェクトマネージャ ステータスバー 

■ メニューバー 
メニューバーは画面上部に表示され、ESPRIT および e-camo が提供する様々な機能を実行するこ

とができます。 
メニューバーから項目を選択するとコマンド一覧が表示されます。そのコマンド一覧の中から実行

するコマンドを選択して下さい。 
 

■ ツールバー 
ツールバーのアイコンの選択により、ESPRIT および e-camo が提供する様々な機能を実行するこ

とができます。 
ツールバーは、メニューバーの[ビュー] - [ツールバー]の中の一覧でチェックされているものが表示

されます。通常、ツールバーは画面上部又は画面右側に表示されますが、ツールバーをマウスでド

ラッグすることで任意の位置に移動させることができます。 
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◇ e-camo ツールバー 

 （画面上部に表示された状態） 

（任意の位置に移動した状態） 
e-camo ツールバーは、e-camo の機能を使用するための[機能ボタン]と ESPRIT のツールバー

を整列させるための[整列ボタン]で構成されています。このツールバーはメニューバーの[ビュ

ー] - [e-camo]を選択することで表示することができます。 
詳細は、「２．e-camo ツールバー」を参照して下さい。 

 
■ プロジェクトマネージャ 
メニューバーの[ビュー] - [プロジェクトマネージャ]を選択、または[F2]キーを選択すると、“プロ

ジェクトマネージャ”が表示されます。“プロジェクトマネージャ”では加工定義や工具の管理を行

います。 
詳細は、「３．プロジェクトマネージャ」を参照して下さい。 
 

■ プロンプト領域 
プロンプト領域には、操作手順や、ツールバーアイコンの機能説明が表示されます。 

 
 

■ ステータスバー 
ステータスバーには、[グラフィックス作業ウィンド]での作業状態が表示されます。 

 
 
◇ カーソル座標 

[グラフィックス作業ウィンド]上のカーソル位置の座標が、カーソルの動きに合わせダイナミッ

クに表示されます。 
 

◇ 単位 
現在選択されている単位が表示されます。 
 

◇ 選択モード 
マウスでステータスバー上のモードを選択すると、要素を選択する時のモードを切り替えるこ

とができます。モードは、オンにすると黒色、オフにすると灰色で表示されます。 
 
① ｽﾅｯﾌﾟ（スナップモード）

オンに設定すると、要素の始点、終点および中点をカーソルで選択できます。また要素が円

や円弧の場合、中心を選択できます。 
② 交点（交点モード）

オンに設定すると、２つの要素の交点をカーソルで選択できます。 
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③ ｸﾞﾘｯﾄﾞ（グリッドモード） 
オンに設定すると、グリッド位置をカーソルで選択できます。またカーソルを画面上で移動

すると、[カーソル座標]にはグリッド位置のみが表示されます。 
グリッド位置を変更するには、メニューバーの[オプション] - [構成]で“オプションダイアロ

グ”を表示させます。そのダイアログの[入力]タブで、[グリッドパラメータ]の値を変更して

下さい。 
④ HI（ハイライトモード） 

ハイライトモードとは、確認しながら要素を選択するモードです。このモードは重なった要

素を選択する時などに利用して下さい。 
・オフ：要素にカーソルを合せマウスで[左クリック]すると、選択されます。 
・オン：要素にカーソルを合せマウスで[左クリック]すると、選択された要素が強調（ハイ

ライト）表示されます。もし正しい選択ならば、再度マウスを[左クリック]して下

さい。もし異なった選択ならば、マウスを[右クリック]して下さい。別の要素が選

択され、強調表示されます。選択したい要素が選ばれるまでマウスを[右クリック]
し、選ばれたらマウスを[左クリック]して下さい。選択を中断するには[ESC]キーを

押してください。 
 

■ グラフィックス作業ウィンド 
部品形状を作図したり、加工定義を設定したりする領域です。 
 
◇ コマンドのキャンセル 

実行中のコマンドをキャンセルする場合は、[Esc]キーを（必要ならば２度）押して下さい。実

行中のコマンドが終了します。 
 

◇ 要素の選択 

[グラフィックス作業ウィンド]上の要素は、カーソルで選択することができます。要素を選択す

る時は、状況に応じて HI（ハイライトモード）に切り替えて下さい。 
 
複数の要素を選択したい場合は、[Ctrl]キーを押しながら次の要素を選択して下さい。また、マ

ウスを[左クリック]しながら移動させると、表示される矩形エリア内の要素を一括で選択するこ

とができます。 
 
[編集]ツールバーの[選択フィルター]一覧の選択を行うと、選択可能な要素タイプを制限するこ

とができます。矩形で一括選択する時などに利用して下さい。 

 
 
注 記 
・ 選択したい要素が選択できない場合、次の原因が考えられます。 

① 他のコマンドが実行中である ．．．．．．．．コマンドをキャンセルして下さい。 
② [選択フィルター]で制限されている ．．．[選択フィルター]を確認して下さい。 

 
◇ 要素の削除 

要素を選択した後、[Delete]キーを押して下さい。 
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◇ レイヤの操作 
新しく要素を作成する時、その要素は現在選択されているレイヤに作成されます。 
現在のレイヤは、[作業平面・レイヤ]ツールバーの[レイヤ]一覧から選択して切り替えることが

できます。 

 
 
また[レイヤ]一覧の左にある[レイヤ]アイコンをクリックすると“レイヤダイアログ”が表示さ

れます。 

 
ここではレイヤごとに要素の表示／非表示を切り替えることができます。 
この中でチェックされているレイヤに存在する要素が[グラフィックス作業ウィンド]上に表示

されます。チェックを外すと非表示になります。 
 
新しくレイヤを作成するには、[新規]ボタンを押して下さい。[新規]ボタンは[メニュー表示]を
チェックすると表示されます。 
 
要素を他のレイヤに移動するには、コピーコマンドを使います。 
レイヤを移動させたい要素を選択した後、メニューバーの[編集] - [コピー]を選択すると“移動

ダイアログ”が表示されます。このダイアログで[変換タイプ]を“属性”にしてから移動先のレ

イヤを選択し、[OK]ボタンを押して下さい。要素が選択したレイヤに移動します。 
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◇ マスク 
要素タイプにより表示／非表示を切り替えることができます。 
メニューバーの[ビュー] - [マスク]を選択すると“マスクダイアログ”が表示されます。 

 
この中でチェックされている要素タイプが[グラフィックス作業ウィンド]上に表示されます。チ

ェックを外すと非表示になります。 
 

◇ ビューの操作 
[ビュー]ツールバーで[グラフィックス作業ウィンド]の視点を切り替えることができます。 

 
 
① 再表示 再表示します。画面がうまく表示されない時、実行して下さい。 
② 要素範囲ズーム 全要素が作図領域に入るように大きさを調整します。 
③ ズーム マウスで四角く囲った領域を拡大表示します。 
④ 全画面表示又は縮小 縮小または、ズーム操作を行う前の大きさにします。 
⑤ ダイナミックズーム マウスを上下に動かすことによりズームします。 
⑥ ビュー回転 マウスの動きにより、要素を回転して表示します。 
⑦ ビュー移動 要素を平行移動して表示します。 

 
また[作業平面・レイヤ]ツールバーの[ビュー平面]一覧の選択でも視点を切り替えることができ

ます。 

 
 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

◇ 作業平面 
新しく要素を作成する時、その要素は現在選択されている作業平面の座標系にしたがって作成

されます。例えば円、円弧および２次元形状を作図する時、選択された作業平面のＵＶ平面が

基準になります。また同じ値を入力しても作業平面が異なれば、異なる位置に要素は作成され

ます。 
現在の作業平面は、[作業平面・レイヤ]ツールバーの[作業平面]一覧から選択して切り替えるこ

とができます。 

 
新しい作業平面は、[プロジェクトマネージャ]で作成することができます。作業平面の作成方法

については、「３－２ フィーチャマネージャ」を参照して下さい。 
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■ ファイル 
 
◇ 新規作成 

メニューバーから[ファイル]の[新規]を選択して下さい。 
編集中のファイルを閉じて、新しいファイルを作成します。 
 

◇ 開く 
メニューバーから[ファイル]の[開く]を選択して下さい。 
以前に保存されたファイルを開いたり、ＣＡＤファイルを読み込むことができます。 
読み込めるＣＡＤファイルには以下のものがあります。 
ＩＧＥＳ(*.igs)，ＤＸＦ（*.dxf)，ＤＷＧ（*.dwg)，ＶＤＡ（*.vda)，ＡＣＩＳ（*.sat)， 
ＳＴＥＰ（*.stp,step)，ＣＡＴＩＡ（*.model)，Ｐａｒａｓｏｌｉｄ(*.x_b,*.x_t)， 
ＳｏｌｉｄＥｄｇｅ(*.par,*.psm)，ＳｏｉｄＷｏｒｋｓ(*.sldprt) 

 
[ファイル]の[開く]で表示されるダイアログの“合成”をチェックしてＣＡＤファイルを読み込

むと、現在開いているファイルに読み込んだＣＡＤデータを追加することができます。 
 

◇ 保存 
メニューバーから[ファイル]の[上書き保存]または[名前を付けて保存]を選択して下さい。 
編集中のファイルを保存します。 
 

■ 属性 
要素には、開始点、終了点、長さなどの属性があり、その値は“属性ウィンド”で確認することが

できます。“属性ウィンド”はメニューバーの[ビュー] - [属性]を選択して表示させて下さい。 

 

 
注 記 
・ ESPRITの操作についての詳細は、ESPRITの[ヘルプ]メニューから起動される「ESPRIT

ヘルプ」を参照して下さい。 
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１－２ 基本的な流れ 

新規作成からＮＣコードを出力するまでの手順を、e-camo ツールバーに沿って説明します。 
 
(1) 機械／材料の設定 

 
まず始めに“マシンセットアップダイアログ”で、機械および材料の設定を行います。 
 

(2) 形状作図／ＣＡＤファイル読込み 

 
次にツールバーで呼び出される作図機能を使用して、部品形状の作図を行います。 
ＣＡＤファイルを利用する場合は、メニューバーの[ファイル] - [開く]で表示される“開くダイ

アログ”の中の“合成”をチェックして読み込みます。 
 

(3) 工具／ツーリングリストの設定 

 
工具の作成および取り付けは、“ツーリングダイアログ”で行います。 
“工具”ツールバーからも工具の作成ができます。 
 

(4) フィーチャ／加工定義の作成  

 
“座標入力フィーチャ作成ダイアログ”やフィーチャ機能を呼び出すツールバーを使用してフ

ィーチャを作成します。そしてその作成したフィーチャに対して“加工定義ダイアログ”や“加

工定義”ツールバーを用いて加工定義を作成します。 
 

(5) 同期リストの設定 

 
全ての加工定義の設定が完了したら、“同期リストダイアログ”を用いて加工定義の順番を並

び替え、待ち合わせや同期の設定を行います。 
 

(6) ＮＣコード出力 

 
(1)から(5)の全ての設定が完了したら、ＮＣコードを出力します。出力されたＮＣコードは、

“PUE”によって編集することができます。“PUE”で機械シミュレーションを起動させ、動

作を確認しながら、ＮＣコードを最適化して下さい。ただし“PUE”での変更は、“e-camo”

に反映されません。 
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２．テストピース加工設定 
下図のテストピースを題材に、e-camo の加工設定を行います。 
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■ サンプルファイル 
このチュートリアルに従って設定されたテストピースの各段階での e-camo ファイルと、チュート

リアルで使用する工具ファイルが、e-camo のデータフォルダにインストールされています。必要

に応じてこれらのファイルをご使用下さい。 
 

◇ e-camo ファイル 
インストールされているフォルダ：…¥Data¥Esp¥Tutorial_ECAS32T 
 
・ファイル名 

TutorialECAS32T_1.esp ・・・ 「２－３ 加工形状の描画」まで設定 
TutorialECAS32T_2.esp ・・・ 「２－４ ツーリング」まで設定 
TutorialECAS32T_3.esp ・・・ 「２－５ フィーチャの作成」まで設定 
TutorialECAS32T_4.esp ・・・ 「２－６ 加工定義の作成」まで設定 
TutorialECAS32T_5.esp ・・・ 「２－７ 同期リストの設定」まで設定 

 
 

◇ 工具ファイル 
インストールされているフォルダ：…¥Data¥Tool¥Tutorial_ECAS32T 
 
・ファイル名  

Center Drill TA90D2.0.etl 
Center Drill TA90D2.5.etl 
Center Drill TA90D4.0.etl 
Cutoff S16W2.0NR0.etl 
Drill TA118D2.55.etl 
Drill TA118D3.3.etl 
Drill TA118D5.0.etl 
End Mill D8.0.etl 
Groove S16W2.0NR0.etl 
Tap M3P0.5.etl 
Tap M4P0.7.etl 
Tap M6P1.0.etl 
Thread S16W3.0NR0.etl 
Turn S16NR0.2.etl 
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２－１ 準備 

 
■ 表示言語設定 
メニューバーから[オプション]の[言語]を選択すると、表示言語を変更することができます。言語の

変更を有効にするためには e-camo を再起動する必要があります。このチュ－トリアルでは日本語

を使用しますので、画面表示が英語になっている場合は[Tools]の[Language]を選択し、言語を

[Japanese]に変更し、e-camo を一旦終了してから再び起動させてください。 
 
注 記 
・ 画面表示が他の言語になっている場合、メニュー表示は現在設定されている言語で表示され

ます。日本語の場合、表示言語の変更はメニューバーの[オプション]の[言語]で行います。

 
■ 新規作成 
このチュートリアルでは新規でファイル作成を行います。メニューバーから[ファイル]の[新規]を選

択、または標準ツールバーの[新規作成]を選択し、現在編集中のファイルを閉じて新しいファイル

を作成してください。 
 

■ ハイライトモードの設定 
ハイライトモードとは、要素を選択する際に一度確認をするモードです。このモードは重なった要

素を選択する際に便利です。画面右下の[HI]という表示部分を選択すると、ハイライトモードの

ON/OFF が切り替わります。このチュートリアルではハイライトモードを使用しますので、ON に

設定してください。 
 

■ e-camo ツールバーの表示 
このチュートリアルでは e-camo ツールバーが表示されている事を前提に操作説明が書かれていま

す。もし、画面上にこのツールバーが表示されていない場合、メニューバーの[ビュー] - [e-camo]
を選択して表示させてください。 
 

■ プロジェクトマネージャの表示 
このチュートリアルではプロジェクトマネージャが表示されている事を前提に操作説明が書かれて

います。もし、画面上にプロジェクトマネージャが表示されていない場合、メニューバーから[ビュ

ー]の[プロジェクトマネージャ]を選択、または[F2]キーを選択して“プロジェクトマネージャ”を

表示させてください。 
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２－２ マシンセットアップの設定 

システム単位の設定や機械設定、材料設定等を行います。 
 

(1) e-camo ツールバーの[マシンセットアップ]を選択すると、最初の一度だけ“システム単位の設定

ダイアログ”が表示されます。システム単位を[ミリ]に設定し、[OK]ボタンを押します。 

 
 

 
システム単位：ミリ 
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 (2) 表示された“マシンセットアップダイアログ”の内容を下図のように設定し、 [OK]ボタンを

押します。 

 
◇ 機械設定 

・機械 ECAS32T 
・ガイドブッシュ ロータリーGB 
・機械番号 100 
・主軸アイドリング回転数 500 
・機械オプション チェック項目なし 
 

◇ 材料設定 
・材料タイプ バー材 
・B:製品長 65.0 
・Z:端面切り落とし量 0.1 
・S:初期スピンドル位置 100.0 
・D:材料径（Φ） 20.0 
 

◇ 出力設定 
・プログラム名 TestPiece32T 
 

 

注 記 
・ マシンセットアップ設定後、再度マシンセットアップを開いた時は“システム単位の設定ダ

イアログ”は表示されません。 
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２－３ 加工形状の描画 

加工する部品の輪郭形状と、フィーチャを設定するために必要な点などの要素を描画します。 
 

■ 準備 
◇ ハイライトモードの設定確認 

画面右下の[HI]の表示が黒色になっている事を確認します。[HI]の表示が薄い灰色の場合は 
[HI]を左クリックしてハイライトモードを ON に変更します。 
 

◇ 作図用ツールバーの表示 
e-camo ツールバーの[２次元作図] を選択し、画面右側に作図用のツールバーを表示させます。 

 
 

◇ 形状描画用レイヤの作成 
(1) [作業平面/レイヤ]ツールバーの[レイヤ] を選択し、“レイヤダイアログ”を開きます。 

 
 

(2) [メニュー表示]をチェックし、[新規]ボタンを押して選択して“レイヤー追加ダイアログ”

を表示させます。 
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(3) レイヤ名に[Geometry]と入力して[OK]ボタンを押します。 

 
レイヤ名： Geometry 
 

下図のように、レイヤ[Geometry]が作成され、[Geometry]がカレントレイヤになり、赤い四

角で囲まれた状態となります。 

 
 

注 記 
・ レイヤ[Geometry]が赤い四角で囲まれていない場合、[Geometry]を選択し、[カレント]ボタ

ンをクリックしてカレントレイヤを[Geometry]に変更してください。 
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２－３－１ 水平線の描画 

テストピースの図面から径方向の寸法を拾い出し、[水平／垂直線]コマンドを使用して水平線の描

画を行います。 

 
(1) 画面右側に表示されている作図用ツールバーの中から、[無限長形状]または[有限長形状]ツール

バーの[水平／垂直線] を選択し、“水平／垂直線ダイアログ”を表示させます。 
 
(2) [直径]を選択し、端面部分の径方向寸法[１２]を入力し、[適用]ボタンを押して水平線を描画し

ます。 

 
 
(3) 同様に、下記の全ての水平線を描画します。 

径方向寸法：０、１５、１５.８２、１６、１８、２０ 
 
下記のように画面上に水平線が表示されます。 

 
 

２-８ 



２－３－２ 垂直線の描画 

テストピースの図面から長手方向の寸法を拾い出し、[線１]コマンドを使用して垂直線の描画を行

います。 

 
(1) [無限長形状]ツールバーの[線１] を選択します。画面左下のプロンプト領域に「参照要素を選

択してください。」というコメントが表示されます。 

 
 
(2) 画面上の Y 軸を左クリックします。一つの要素が強調表示され、画面左下に「正しい選択です

か？」というコメントが表示されます。強調表示された要素が Y 軸の場合、もう一度左クリッ

クして選択を確定します。もし、強調表示されたのが Y 軸以外の要素であった場合、右クリッ

クして次の要素を強調表示させ、Y 軸が強調表示されるまで右クリックしていき、Y 軸が強調

表示された時点で左クリックして確定します。 
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画面左下のプロンプト領域に「距離を入力してください。」というコメントが表示されます。 

 
 

(3) テストピースの図面から拾い出した、長手方向の寸法[６]を直接入力すると、入力ボックスが表

示され、ボックス内に[6]が表示されます。Enter キーを押して確定します。 

 
 

(4) 画面上、Y 軸の左側にマウスカーソルを移動させ、左クリックして参照要素のどちら側に直線

を描画するか決定します。 
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Y 軸の左側、距離６のところに Y 軸と平行な垂直線が描画されます。 

 
 

(5) 同様の方法で、[線１] を利用して下図の強調表示された部分の垂直線を描画します。 

 
 
全ての垂直線を描画すると、下図のようになります。 
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２－３－３ 要素のキープとトリム 

[キープ]コマンドと[トリム]コマンドを使用して水平線と垂直線の不要な部分を削除します。 
 
(1) [無限長形状]ツールバーまたは[有限長形状]ツールバーの[キープ] を選択します。画面左下の

プロンプト領域に「参照要素を選択してください。」というコメントが表示されます。 

 
 

(2) Φ１２の水平線のキープしたい部分を左クリックします。Φ１２の水平線が強調表示された場

合、もう一度左クリックして選択を確定します。もし、他の要素が強調表示された場合、右ク

リックして次の要素を強調表示させ、Φ１２の水平線が強調表示されるまで右クリックしてい

き、Φ１２の水平線が強調表示された時点で左クリックして選択を確定します。 

 
 

 

この部分をク

リックします。 

選択が正しけれ

ば左クリックで

確定します。 

 
 
下図のように、接触する最も近い２つの要素間の部分のみキープされます。 
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(3) [無限長形状]または[有限長形状]ツールバーの[トリム] を選択します。画面左下のプロンプト

領域に「参照要素を選択してください。」というコメントが表示されます。 

 
 

(4) Φ１５の水平線のトリムしたい部分を左クリックします。Φ１５の水平線が強調表示された場

合、もう一度左クリックして選択を確定します。もし、他の要素が強調表示された場合、右ク

リックして次の要素を強調表示させ、Φ１５の水平線が強調表示されるまで右クリックしてい

き、Φ１５の水平線が強調表示された時点で左クリックして選択を確定します。  

 

この部分をク

リックします。

 

 

選択が正しけれ

ば左クリックで

確定します。 

 
下図のように、接触する最も近い２つの要素間の部分のみトリムされます。 
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(5) 同様に、[キープ] と[トリム]を使用し、下図に示された部分だけを残すよう水平線の不要な部

分を全て削除します。 

 

 
下図のようになります。 

 
 

(6) [トリム]を使用し、下図に示された部分だけを残すよう全ての垂直線の上側と下側を削除します。 

 
 
下図のようになります。 
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(7) さらに[トリム]を使用し、下図のように、垂直線の不要な部分を削除します。 
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２－３－４ コーナーの面取り 

[フィレット／面取り]コマンドを使用し、下図に示されたコーナーの面取りを行います。 
 
(1) [無限長形状]または[有限長形状]ツールバーの[フィレット／面取り] を選択し、“フィレット

／面取りダイアログ”を表示させます。 
 
(2) [面取り角度]を選択し、[距離]に０.５を、[角度]に４５を入力します。 

 

 
(3) １番目の参照要素として下図の強調表示された端面の線分を選択します。 

 
 

(4) ２番目の参照要素として下図の強調表示されたΦ１２の線分を選択します。 

 
 
下図のように、選択した２つの線分のなすコーナーが面取りされます。 
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(5) 同様に、残り５箇所に[距離]０.５、[角度]４５の面取りを行います。 

 
 
下図のようになります。 
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２－３－５ テーパ部の作成 

[点]コマンドと[線１]コマンド、[キープ]コマンド、[トリム]コマンドを使用して下図テーパ部の作

成を行います。 
 
(1) [無限長形状]ツールバーまたは[有限長形状]ツールバーの[点] を選択し、“点ダイアログ”を表

示させます。 
 
(2) [デカルト座標／中心]を選択し、X, Y, Z(-６, ６.５, ０)を入力して[適用]を選択します。 

  
 

(3) [無限長形状]ツールバーの[線１] を選択します。画面左下のプロンプト領域に「参照要素を選

択して下さい。」というコメントが表示されます。 

 
 

(4) 参照要素として、先ほど作成した点(-６, ６.５, ０)を選択します。画面左下のプロンプト領域

に「角度を入力して下さい。」というコメントが表示されます。 

  
 

この点を選

択する。 
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(5) 作成する直線の角度[１３５]を直接入力し、Enter キーを押します。 

 
 
下図のように、直線が作成されます。 

 
 

(6) [無限長形状]ツールバーまたは[有限長形状]ツールバーの[キープ] を選択します。画面左下の

プロンプト領域に「参照要素を選択してください。」というコメントが表示されます。 

 
 

(7) 作成した直線の残したい部分を選択し、不要な部分を削除します。 

 
 
下図のようになります。 

 
 

この部分を

選択する。
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(8) [無限長形状]または[有限長形状]ツールバーの[トリム] を選択します。画面左下のプロンプト

領域に「参照要素を選択してください。」というコメントが表示されます。 

 
 

(9) コーナー部分の削除したい部分をトリムします。 

 
 
下図のようになります。 

 
 

(10) [無限長形状]ツールバーの[線１] を選択します。画面左下のプロンプト領域に「参照要素を

選択して下さい。」というコメントが表示されます。 

 
 

(11) 下図のコーナーを選択します。画面左下のプロンプト領域に「角度を入力して下さい。」とい

うコメントが表示されます。 

  

この部分を

トリムする。

このコーナー

を選択する。 
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(12) 作成する直線の角度[１３５]を直接入力し、Enter キーを押します。 

 
 
下図のように、直線が作成されます。 

 
 

(13) [キープ] と[トリム] を使用して不要な部分を削除します。 

 
 
下図のようになります。 

 
以上で部品上側半分の描画が完了しました。 
 

この部分を

トリムする。

この部分を

キープする。 
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２－３－６ 形状のコピー 

描画した上側半分の輪郭形状を下側にコピーします。 
 
(1) [ビュー]ツールバーの各機能やマウスのスクロールボタン等を利用して、描画した輪郭形状全体

が画面上に表示されるよう調整します。 
 
(2) [編集]ツールバーの[選択・要素] を選択し、X 軸上の直線以外の要素を全て選択します。 

  
 

(3) メニューバーの[編集]→[コピー]または画面上で右クリックして表示されるサブメニューの[コ
ピー]を選択するか、[Ctrl]キー＋[C]キーを押してコピーダイアログを表示させます。下記のよ

うに設定し、[OK]ボタンを押します。 

 
 
下図のように、上側に描画した輪郭形状が下側にコピーされます。 
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２－３－７ フィーチャ作成用の要素描画 

端面加工、突切り、クロスドリル加工、ミリング加工設定フィーチャ作成のための点や円、線分を

描画します。 
 
(1) [無限長形状]ツールバーまたは[有限長形状]ツールバーの[点] を選択し、“点ダイアログ”を表

示させます。 

 

 
 

(2) [デカルト座標／中心]を選択し、下記の６点を描画します。 
P1(０, －１０, ０)  P2 (０, ０.５, ０)  端面切削加工用 
P3(－６５, －１０, ０)  P4 (－６５, ０.５, ０)  突切り加工用 
P5(－２２, ０, ０)  外周穴加工用 
P6(－３２, ０, ０)  割り出しミリング加工用 
 
下図のようになります。 

 
(3) メニューバーの[ビュー]→[UVW 軸]を選択し、UVW 軸を表示させます。 
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(4) [作業平面/レイヤ]ツールバーの[作業平面プルダウン]から、[YZX]を選択し、作業平面を[YZX]
に変更します。 

 
 
UVW 軸の表示は下図のようになります。U 軸が X 方向、V 軸が Y 方向、W 軸が Z 方向にそれ

ぞれ対応しています。 

 
 

(5) [無限長形状]ツールバーまたは[有限長形状]ツールバーの[円１] を選択します。画面左下のプ

ロンプト領域に「参照要素を選択してください。」というコメントが表示されます。 

 
 

(6) 下図の点を選択します。画面左下のプロンプト領域に「半径を入力して下さい。」というコメン

トが表示されます。 
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(7) 描画する円の半径値[９]を直接入力すると、入力ボックスが表示され、ボックス内に[９]が表示

されます。Enter キーを押して確定します。 

 
 
下図のように円が描画されます。 

 
 

(8) [無限長形状]ツールバーまたは[有限長形状]ツールバーの[点] を選択し、“点ダイアログ”を表

示させます。 
 
(9) [デカルト座標／中心]を選択し、X, Y, Z(９-１.８, ０, ０)を入力し、円の中心点を選択します。 
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下図のように、円の中心から X 方向（U 軸方向）に距離７.２の位置に点が描画されます。 

 

 
(10) [無限長形状]ツールバーの[線１] を選択します。画面左下のプロンプト領域に「参照要素を

選択して下さい。」というコメントが表示されます。 

 
 

(11) 参照要素として、先ほど作成した点を選択します。画面左下のプロンプト領域に「角度を入力

して下さい。」というコメントが表示されます。 

  

 
(12) 作成する直線の角度[９０]を直接入力し、Enter キーを押します。 
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下図のように、X 方向（U 軸方向）を基準とした角度９０°の直線が描画されます。 

 
 

(13) [トリム] を使用して、直線の円の外側に出ている部分両側を削除します。 

 
 

(14) [作業平面/レイヤ]ツールバーの[作業平面プルダウン]から、[XYZ]を選択し、通常の作業平面

[XYZ]に戻します。 

  
 
今後、UVW 軸は必要に応じて表示／非表示を切り替えてください。 
以上でフィーチャ作成用の要素描画は終了です。 
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２－４ ツーリング 

このチュートリアルで使用する工具の作成と、作成した工具のツーリングツリーへの登録を行いま

す。 

 
■ 準備 

 
◇ “ツーリングダイアログ”の表示 

e-camo ツールバーの[ツーリング] を選択し、“ツーリングダイアログ”を表示させます。 
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２－４－１ 旋削工具の作成 

このチュートリアルで使用する旋削工具を e-camo の“旋削工具ダイアログ”で作成します。 
 
(1) “ツーリングダイアログ”の工具ライブラリの[フォルダリスト]で[工具データ]を選択します。 

 
 

(2) [旋削工具の作成]ボタンを押し、“旋削工具ダイアログ”を表示させます。 
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(3) 突切り加工で使用する工具[Cutoff S16W2.0NR0]を作成します。[タイプ]で[突切り]を選択し、

以下のようにパラメータを設定して[OK]ボタンを押します。 

 
タイプ： 突切り 
工具名： Cutoff S16W2.0NR0 
スピンドル回転： 反時計回り 
工具勝手： 右 
基準刃先： 左 
シャンク： １６.０ 
刃先Ｒ： ０.０ 
角度１： ５.０ 
刃幅： ２.０ 
切り込み深さ： １１.０ 
 
次のようなダイアログが表示されます。[いいえ]を選択し、続けて次の工具の作成を行います。 

 

２-３０ 



(4) 同様に、他３個の旋削工具の作成を行います。それぞれ以下のようにパラメータを設定し、全

ての旋削工具を作成します。 
 
・端面加工、外径加工で使用する工具[Turn S16NR0.2]を作成します。[タイプ]で[ターニング]
を選択し、以下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： ターニング 
工具名： Turn S16NR0.2 
スピンドル回転： 反時計回り 
工具勝手： 右 
シャンク： １６.０ 
刃先Ｒ： ０.２ 
刃先角： ８０.０ 
 
 

２-３１ 



・溝加工で使用する工具[Groove S16W2.0NR0]を作成します。[タイプ]で[溝切り]を選択し、以

下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： 溝切り 
工具名： Groove S16W2.0NR0 
スピンドル回転： 反時計回り 
工具勝手： 右 
基準刃先： 左 
シャンク： １６.０ 
刃先Ｒ： ０.０ 
刃幅： ２.０ 
切り込み深さ： ６.０ 
 
 

２-３２ 



・ねじ切り加工で使用する工具[Thread S16W3.0NR0]を作成します。[タイプ]で[ねじ切り]を選

択し、以下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： ねじ切り 
工具名： Thread S16W3.0NR0 
スピンドル回転： 反時計回り 
工具勝手： 右 
シャンク： １６.０ 
刃先Ｒ： ０.０ 
刃先角： ６０.０ 
刃幅： ３.０ 
切り込み深さ： ４.０ 
 
 
 

２-３３ 



下図のように、４個の工具データが作成されます。 

 
 

２-３４ 



２－４－２ ミリング工具の作成 

このチュートリアルで使用するミリング工具を e-camo の“ミリング工具ダイアログ”で作成しま

す。 
 
(1)“ツーリングダイアログ”の工具ライブラリの[フォルダリスト]で[工具データ]を選択します。 

 
 
(2) [ミリング工具の作成]ボタンを押し、“ミリング工具ダイアログ”を表示させます。 

 
 

２-３５ 



(3) 正面穴あけ加工で使用する工具[Drill TA118D5.0]を作成します。[タイプ]で[ドリル]を選択し、

以下のようにパラメータを設定して[OK]ボタンを押します。 

 
タイプ： ドリル 
工具名： Drill TA118D5.0 
工具方向： 時計回り 
工具径： ５.０ 
工具角： １１８.０ 
 

２-３６ 



(4) 同様に、他９個のミリング工具の作成を行います。それぞれ以下のようにパラメータを設定し、

全てのミリング工具を作成します。 
 
・背面穴あけ加工で使用する工具[Drill TA118D3.3]を作成します。[タイプ]で[ドリル]を選択し、

以下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： ドリル 
工具名： Drill TA118D3.3 
工具方向： 時計回り 
工具径： ３.３ 
工具角： １１８.０ 
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・外周穴あけ加工で使用する工具[Drill TA118D2.55]を作成します。[タイプ]で[ドリル]を選択

し、以下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： ドリル 
工具名： Drill TA118D2.55 
工具方向： 時計回り 
工具径： ２.５５ 
工具角： １１８.０ 

２-３８ 



・正面センタ穴あけ加工で使用する工具[Center Drill TA90D2.5]を作成します。[タイプ]で[セ
ンタドリル]を選択し、以下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： センタドリル 
工具名： Center Drill TA90D2.5 
工具方向： 時計回り 
工具径： ２.５ 
シャンク： １０.０ 
工具角： ９０.０ 
面取り角： ９０.０ 
チップ深さ： ２.８ 
 

２-３９ 



・背面センタ穴あけ加工で使用する工具[Center Drill TA90D2.0]を作成します。[タイプ]で[セ
ンタドリル]を選択し、以下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： センタドリル 
工具名： Center Drill TA90D2.0 
工具方向： 時計回り 
工具径： ２.０ 
シャンク： ８.０ 
工具角： ９０.０ 
面取り角： ９０.０ 
チップ深さ： ２.２ 

２-４０ 



・外周センタ穴あけ加工で使用する工具[Center Drill TA90D4.0]を作成します。[タイプ]で[セ
ンタドリル]を選択し、以下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： センタドリル 
工具名： Center Drill TA90D4.0 
工具方向： 時計回り 
工具径： ４.０ 
シャンク： ４.０ 
工具角： ９０.０ 
面取り角： ９０.０ 
チップ深さ： ２.０ 

２-４１ 



・ 割出ミリング加工で使用する工具[End Mill D8.0]を作成します。[タイプ]で[エンドミル]を選

択し、以下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： エンドミル 
工具名： End Mill D8.0 
工具方向： 時計回り 
工具径： ８.０ 

２-４２ 



・正面タップ加工で使用する工具[Tap M6P1.0]を作成します。[タイプ]で[タップ]を選択し、以

下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： タップ 
工具名： Tap M6P1.0 
工具方向： 時計回り 
工具径： ６.０ 
ピッチ： １.０ 

２-４３ 



・背面タップ加工で使用する工具[Tap M4P0.7]を作成します。[タイプ]で[タップ]を選択し、以

下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： タップ 
工具名： Tap M4P0.7 
工具方向： 時計回り 
工具径： ４.０ 
ピッチ： ０.７ 
 

２-４４ 



・外周タップ加工で使用する工具[Tap M3P0.5]を作成します。[タイプ]で[タップ]を選択し、以

下のようにパラメータを設定して工具を作成します。 

 
タイプ： タップ 
工具名： Tap M3P0.5 
工具方向： 時計回り 
工具径： ３.５ 
ピッチ： ０.５ 
 
 

上記ミリング工具の作成後、次のダイアログで[はい]を選択し、工具ダイアログを閉じます。 

 

２-４５ 



下図のように、１０個のミリング工具データが作成されます。 

 
 

２-４６ 



２－４－３ ツーリング設定 

ツーリングツリーに、ホルダやスリーブ、作成した工具の登録を行います。 
 

■ ホルダ／スリーブの登録 
通常、突切り工具はＴ１００に登録するため、Ｔ１００の位置には最初から[58101]固定型１６mm
突切り用バイトホルダが登録されています。ここではその他のホルダ／スリーブの登録を行います。 
 
◇ Ｔ２００へのホルダの登録 

Ｔ２００の位置に[78103]芯調整型１６ｍｍ用を登録します。 
 

(1) Ｔ２００の左側の をクリックし、取り付け位置アイコン を表示させます。 

  
(2) 取り付け位置アイコン上でマウスを右クリックしてメニューを表示させ、[ホルダの選択]を

選択し、“ホルダ／スリーブの登録ダイアログ”を表示させます。 

  
 

２-４７ 



下図のように、登録可能なホルダ／スリーブの一覧が表示されます。 

 
 

(3) “ホルダ／スリーブの登録ダイアログ”上部の［バイトホルダ］ボタンを選択し、リストに

バイトホルダだけを表示させます。 

 
 

２-４８ 



(4) リストから[78103]芯調整型１６ｍｍ用を選択し、[OK]ボタンを押します。 

 
 
Ｔ２００に[78103]芯調整型１６ｍｍ用が登録されます。 
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◇ Ｔ４００へのホルダのコピー 
Ｔ２００に登録したホルダ[78103]芯調整型１６ｍｍ用をＴ４００にコピーします。 
 
(1) Ｔ４００の左側の をクリックし、取り付け位置アイコンを表示させます。 

  
 
(2) Ｔ２００に登録した[78103]芯調整型１６ｍｍ用ホルダ上でマウスを右クリックしてメニュ

ーを表示させ、[コピー]を選択します。 

 
 

２-５０ 



(3) Ｔ４００の取り付け位置アイコン上でマウスを右クリックしてメニューを表示させ、[貼り

付け]を選択します。 

 
 
下図のように、Ｔ４００の位置に[78103]芯調整型１６ｍｍ用ホルダが登録されます。 

 
 

２-５１ 



◇ その他ホルダ／スリーブの登録 
 

(1) 下記リストを参考に、取り付けアイコン の右クリックで表示されるメニューの[ホルダの

選択]や、[コピー]／[貼り付け]を使用して残りのホルダ／スリーブの登録を行います。 
 [機番]名称 
Ｔ100 [58101]固定型１６ｍｍ突切り用 

Ｔ200 [78103]芯調整型１６ｍｍ用 
Ｔ300 [20150]クロスドリルユニットＥＲ１６用 

Ｔ400 [78103]芯調整型１６ｍｍ用 

Ｔ500 [43151]クロスドリルユニット２軸型ＥＲ１６用 

Ｔ2100 [58127]ドリルスリーブＥＲ２０用 

Ｔ2200 [58127]ドリルスリーブＥＲ２０用 

Ｔ2300 [58127]ドリルスリーブＥＲ２０用 

Ｔ3100 
51 
52 
53 

[43112]スリーブホルダ３軸型バック兼用 
[30124]ドリルスリーブＥＲ１６用 
[30124]ドリルスリーブＥＲ１６用 
[30124]ドリルスリーブＥＲ１６用 

Ｔ3300 [78103]芯調整型１６ｍｍ用 

Ｔ3400 [43151]クロスドリルユニット２軸型ＥＲ１６用 

Ｔ3500 [20150]クロスドリルユニットＥＲ１６用 

Ｔ3600 [78171]芯調整型１６ｍｍバック用 

 

２-５２ 



全てのホルダ／スリーブ登録後のツーリングツリーは下図のようになります。 

 
 

２-５３ 



◇ 工具の登録 
ツーリングツリーに工具を登録します。 

 
(1) 工具リストの[Cutoff S16W2.0NR0]工具をＴ１００の固定型１６ｍｍ突切り用ホルダにド

ラッグ＆ドロップで取り付けます。 

 

 
下図のように、[Cutoff S16W2.0NR0]がツーリングツリーに登録されます。 

 

２-５４ 



(2) 下記リストを参考に、工具リストの残りの工具データをドラッグ＆ドロップにより各ユニッ

トに取り付けます。 
 

 
 
 

 [機番]名称 工具名 
Ｔ100 [58101]固定型１６ｍｍ突切り用 Cutoff S16W2.0NR0 

Ｔ200 [78103]芯調整型１６ｍｍ用 Turn S16NR0.2 
Ｔ300 [20150]クロスドリルユニットＥＲ１６用 End Mill D8.0 

Ｔ400 [78103]芯調整型１６ｍｍ用 Groove S16W2.0NR0 

Ｔ500 
41 
42 

[43151]クロスドリルユニット２軸型ＥＲ１６用  
Center Drill TA90D4.0 
Tap M3P0.5 

Ｔ2100 [58127]ドリルスリーブＥＲ２０用 Center Drill TA90D2.0 

Ｔ2200 [58127]ドリルスリーブＥＲ２０用 Drill TA118D3.3 

Ｔ2300 [58127]ドリルスリーブＥＲ２０用 Tap M4P0.7 

 
Drill TA118D5.0 
Center Drill TA90D2.5 

Ｔ3100 [43112]スリーブホルダ３軸型バック兼用 
51 
52 

[30124]ドリルスリーブＥＲ１６用 
[30124]ドリルスリーブＥＲ１６用 

53 [30124]ドリルスリーブＥＲ１６用 Tap M6 P1.0 
Ｔ3300 [78103]芯調整型１６ｍｍ用 Thread S16W3.0NR0 

Ｔ3400 
41 
42 

[43151]クロスドリルユニット２軸型ＥＲ１６用  
 
Drill TA118D2.55 

Ｔ3500 [20150]クロスドリルユニットＥＲ１６用  

Ｔ3600 [78171]芯調整型１６ｍｍバック用  
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ツーリングツリーは下図のようになります。 

   

２-５６ 



◇ 工具のコピー 
同じ形状の工具を複数使用するため、ツーリングツリーに登録した工具、[End Mill D8.0]と
[Turn S16NR0.2]、[Center Drill TA90D4.0]のコピーを行います。 
 
(1) Ｔ３００の[End Mill D8.0]上でマウスを右クリックしてメニューを表示させ、[コピー]を選

択します。 

   
 
(2) Ｔ３５００に登録されている[クロスドリルユニットＥＲ１６用]の取り付けアイコン を

右クリックしてメニューを表示させ、[貼り付け]を選択します。 

   
 
下図のように工具がコピーされ、工具名は[End Mill D8.0(1)]になります。 

 

２-５７ 



(3) 同様に、Ｔ２００の [Turn S16NR0.2]工具をＴ３６００に、Ｔ５４１の [Center Drill 
TA90D4.0]を T３４４１にコピーします。 
 
コピー後、下図のように、Ｔ３６００に[Turn S16NR0.2(1)]が、T３４４１に[Center Drill 
TA90D4.0(1)]が登録されます。 

 
 
ツーリングツリーは下図のようになります。 
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◇ ジオメトリオフセットの設定 
e-camo では、ツーリングツリーに工具の登録を行うと、ジオメトリオフセットにはユニット毎

の初期値が設定されます。本チュートリアルでは、工具のジオメトリオフセットは全て初期値

のまま使用するため、変更する必要はありません。もしジオメトリオフセットの値を変更した

い場合は以下の手順でジオメトリオフセットダイアログを表示させて値を変更します。 
 
(1) ツーリングツリーに取り付けられている任意の工具上でマウスを右クリックしてメニュー

を表示させ、[ジオメトリオフセットの設定]を選択します。ここでは例としてＴ５４１の

[Center Drill TA90D4.0]を用いて操作を行います。 

 
 
下図のように、“ジオメトリオフセットダイアログ”が表示されます。X, Y, Z にはそれぞれ

ユニット毎の初期値が表示されています。 

 

 
(2) ジオメトリオフセットを変更したい場合はこのダイアログで値を変更し、[OK]ボタンを押

してダイアログを閉じます。 
 
 

以上で工具の作成とツーリングツリーへの工具の登録は終了です。 
尚、今回作成した工具と同じ工具が工具ライブラリの[Tutorial_ECAS32T]というフォルダ内に保存

されています。 
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２－５ フィーチャの作成 

加工定義の基準として使用されるフィーチャの作成を行います。e-camo の画面では、タレット１（手

前側刃物台）が画面下側、タレット３（奥側刃物台）が画面上側にあると想定しているため、ちょ

うど機械を上側から見たようになっています。旋削加工用のフィーチャの場合、タレット１で加工

する部分のフィーチャを回転軸の下側に、タレット３で加工する部分のフィーチャを回転軸の上側

に作成します。 
 

■ 準備 
◇ レイヤの作成 

フィーチャ描画用のレイヤ[Feature]を作成します。 
 
(1)「作業平面/レイヤ」ツールバーの[レイヤ] を選択し、“レイヤダイアログ”を開きます。 

 
 

(2) 新規レイヤ[Feature]を作成し、カレントレイヤに設定します。 
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◇ フィーチャ用ツールバーの表示 
e-camoツールバーの[フィーチャ] を選択し、画面右側にフィーチャ作成用のツールバーを表

示させます。 

 
 

◇ フィーチャマネージャの表示 
プロジェクトマネージャ下の[フィーチャ]を選択し、フィーチャマネージャを表示させます。 

 
 

 

２-６１ 



２－５－１ 旋削加工用フィーチャの作成 

旋削加工用のフィーチャを作成します。 
 

■ 端面加工フィーチャの作成 
端面加工を設定するためのフィーチャを作成します。 
 
(1) [フィーチャ作成]ツールバーの[手動連続フィーチャ] を選択します。 
 
(2) 下図のＰ１(０, －１０, ０)、Ｐ２(０, ０.５, ０)を順に選択し、[編集]ツールバーの[サイクル

終了] を選択します。 

 

 
下図のように、選択した２点を結ぶフィーチャが作成され、フィーチャマネージャの[XYZ]平面

の下に[1 チェーン]という名前のフィーチャが表示されます。 

   
 

Ｐ１(０, －１０, ０)

Ｐ２(０, ０.５, ０) 
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 (3) フィーチャマネージャの[1 チェーン]フィーチャ上でマウスを右クリックしてメニューを表

示させ、[名前変更]を選択します。 

  
 

(4) フィーチャの名前を[端面輪郭加工フィーチャ]に変更します。 
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■ 外径輪郭加工フィーチャの作成 
外径輪郭加工を設定するためのフィーチャを２個作成します。 
 
(1) [フィーチャ作成]ツールバーの[自動連続フィーチャ] を選択します。画面左下のプロンプト領

域に、「開始点を選択してください。」というコメントが表示されます。 
 
(2) 下側端面の面取り部分コーナーを選択します。画面左下のプロンプト領域に、「次の要素を選

ぶ」というコメントが表示されます。 

 

このコーナー

を選択する 

 
(3) [ビュー]ツールバーの[ズーム]や[ダイナミックズーム]、もしくはマウスのホイールボタンを使

用し、端面部分を拡大表示させます。 
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(4) カーソルが端点や中点を認識しないように、面取り部分の線分の端点と中点の中間にカーソル

を移動させ選択します。 

 

この付近を選

択する。 

 
画面左下のプロンプト領域に、「終了要素を選択して下さい。」というコメントが表示されます。 

 
 

(5) [ビュー]ツールバーの[前画面表示又は縮小]や[ダイナミックズーム]、もしくはマウスのホイー

ルボタンを使用し、外径加工部分全体を表示させます。 

 
 

２-６５ 



(6) 下図の端点を終了要素として選択します。 

 
 
ここで、もしも下図のようにフィーチャ作成が途中でストップし、画面左下のプロンプト領域

に、「パス番号を入力して下さい。」と表示された場合、そのままＥｎｔｅｒキーを押してくだ

さい。（フィーチャパラメータの間隔許容値の設定値によって表示される場合があります。） 

 
 

(7) [編集]ツールバーの[サイクル終了] を選択します。下図のように、フィーチャが作成されます。 

 
 

２-６６ 



(8) フィーチャマネージャで、新たに作成されたフィーチャの名前を[外径輪郭加工１フィーチャ]
に変更します。 

 

 
(9) 同様に、[自動連続フィーチャ] を使用し、下図で示した部分のフィーチャを作成します。 

  開始点 
 

終了点 

作成後は下図のようになります。 

 

 
(10) フィーチャマネージャで、新たに作成されたフィーチャの名前を[外径輪郭加工 2 フィーチャ]

に変更します。 

 
 
注 記 
・ 図を見易くするため、すでに作成済みのフィーチャは図中には表示されておりません。 

２-６７ 



■ 外径溝加工用フィーチャの作成 
外径溝加工を設定するためのフィーチャを２箇所個作成します。 
 
(1) [手動連続フィーチャ] または[自動連続フィーチャ] を使用し、下図で示した２箇所のフィー

チャを作成します。 

 
 
作成後は下図のようになります。 

 
 

(2) フィーチャマネージャで、新たに作成されたフィーチャの名前をそれぞれ[外径溝加工 1 フィー

チャ]と[外径溝加工 2 フィーチャ]に変更します。 

  
 

開始点

開始点

終了点 
終了点 

外径溝加工 1 フィーチャ

外径溝加工 2 フィーチャ

２-６８ 



■ 外径輪郭加工 3 フィーチャの作成 
サブスピンドルでの外径輪郭加工を設定するためのフィーチャを作成します。 

 
(1) [手動連続フィーチャ] または[自動連続フィーチャ] を使用し、下図で示した部分のフィーチ

ャを作成します。 

 
 
作成後は下図のようになります。 

 
 

(2) フィーチャマネージャで、新たに作成されたフィーチャの名前を[外径輪郭加工 3 フィーチャ]
に変更します。 

 

終了点 
開始点 

２-６９ 



■ 突切り加工フィーチャの作成 
突切り加工を設定するためのフィーチャを作成します。 

 
(1) [手動連続フィーチャ] を選択し、下図のＰ３(－６５, －１０, ０)、Ｐ４ (－６５, ０.５, ０)

を順に選択します。 
 

 
 

(2) [編集]ツールバーの[サイクル終了] を選択します。 
 
下図のように、フィーチャが作成されます。 

 
 

(3) フィーチャマネージャで、新たに作成されたフィーチャの名前を[突切り加工フィーチャ]に変

更します。 

 

Ｐ４(－６５, ０.５, ０) 

Ｐ３(－６５, －１０, ０) 

２-７０ 



２－５－２ 穴あけ加工用ＰＴＯＰフィーチャの作成 

外周タップ下穴加工と外周タップ加工用の２点を選んだＰＴＯＰフィーチャ１個と、外周センタ穴

加工用の単独点のＰＴＯＰフィーチャ２個を作成します。 
 

■ 外周タップ加工 PTOP フィーチャの作成 
外周タップ下穴加工と外周タップ加工用の２点を選んだＰＴＯＰフィーチャを作成します。 
 
(1) [作業平面/レイヤ]ツールバーの[作業平面プルダウン]から、[YZX]を選択し、作業平面を[YZX]

に変更します。 

 
 

(2) e-camo ツールバーの[2 次元作図] を選択し、画面右側に作図用のツールバーを表示させます。 

 
 

(3) 作図用のツールバーの中から、[無限長形状]ツールバーまたは[有限長形状]ツールバーの[ポイ

ント列] を選択し、“ポイント列ダイアログ”を表示させます。 
 

(4) “ポイント列ダイアログ”で[円]を選択し、以下のようにパラメータを設定します。 

 
線／円／グリッド：  円 
数： 2 
半径： 8 
角度： 180 
開始角度： 90 
Ptop フィーチャ作成： チェックあり 
 

２-７１ 



(5) 外周穴加工用に描画した下図の点を選択します。 

 
 
下図のように、選んだ点を中心とするΦ１６.０の外周上に２点が作成され、その２点から自動

的に PTOP フィーチャが作成されます。フィーチャマネージャの[YZX]平面の下に[1 Ptop フィ

ーチャ]という名前の PTOP フィーチャが表示されます。 

 
 

(6) フィーチャマネージャで、新たに作成された PTOP フィーチャの名前を[外周タップ加工 PTOP
フィーチャ]に変更します。 

   

この点を選択 

２-７２ 



■ 外周センタ穴 PTOP フィーチャの作成 
外周センタ穴加工用の単独点のＰＴＯＰフィーチャ２個を作成します。 
 
(1) e-camo ツールバーの[フィーチャ] を選択し、画面右側にフィーチャ作成用のツールバーを表

示させます。 

 
 

(2)[フィーチャ作成]ツールバーの[手動 PTOP フィーチャ] を選択します。画面左下のプロンプト

領域に、「再オープンのための最初の点又はＰＴＯＰフィーチャ選択」というコメントが表示さ

れます。 

 
 

(3)先ほど[ポイント列]コマンドで作成した下図の点を選択し、[編集]ツールバーの[サイクル終

了] を選択して PTOP フィーチャを作成します。 

 
 

(4) フィーチャマネージャで、新たに作成された PTOP フィーチャの名前を[外周センタ穴加工

1PTOP フィーチャ]に変更します。 

  

この点を選択 

２-７３ 



(5) 同様に、[フィーチャ作成]ツールバーの[手動 PTOP フィーチャ] を選択し、下図のもう一方

の点を選択し、[編集]ツールバーの[サイクル終了] を選択して PTOP フィーチャを作成します。 

 
 

(6) フィーチャマネージャで、新たに作成された PTOP フィーチャの名前を[外周センタ穴加工

2PTOP フィーチャ]に変更します。 

  
 
 

(7) [作業平面/レイヤ]ツールバーの[作業平面プルダウン]から、[XYZ]を選択し、作業平面を[XYZ]
に戻します。 

 
 

この点を選択

２-７４ 



２－５－３ 割出ミリング加工用フィーチャの作成 

割出加工では、フィーチャが属する作業平面に注意する必要があります。ここでは、まず工具とミ

リングの加工角度に合わせて作業平面を作成し、その作業平面に対してミリング加工用フィーチャ

の作成を行います。 
 

■ 作業平面の作成 
工具とミリング加工の割出位置からミリング加工用の作業平面を作成します。 
 
(1) フィーチャマネージャの平面[XYZ]上でマウスを右クリックしてメニューを表示させ、[新規作

成]を選択して“作業平面ダイアログ”を表示させます。 

   
 

(2) “作業平面ダイアログ”の[工具から平面を作成]ボタンを押し、“工具情報から作業平面を作成

ダイアログ”を表示させます。 

 
 

このボタンを押す。

２-７５ 



(3) “工具情報から作業平面を作成ダイアログ”で以下のようにパラメータを設定し、[OK]ボタン

を押してダイアログを閉じます。 

 
工具： Ｔ３００ 
スピンドル： メインスピンドル 
加工角度Ｃ： ０ 
 

(4) “作業平面ダイアログ”の設定内容が自動的に更新され、画面上に設定された作業平面の UVW
軸が表示されます。名前を[T300 ミリング加工]に変更し、[OK]ボタンを押してダイアログを閉

じます。 

 
名前：T300 ミリング加工  
 
下図のように、[T300 ミリング加工]平面が作成されます。 

 

２-７６ 



(5) 同様に、T３５００でのミリング加工用の作業平面を作成します。以下のようにパラメータを

設定し、[T3500 ミリング加工]という名前の作業平面を作成します。 

 
工具：Ｔ３５００ 
スピンドル：メインスピンドル 
加工角度Ｃ：０ 

 

  
名前：T3500 ミリング加工  
 
下図のように、[T3500 ミリング加工]平面が作成されます。 

 

２-７７ 



■ ミリング加工用フィーチャの作成 
線分からミリング加工用のフィーチャを作成します。 
 
(1) フィーチャマネージャの平面[T3500 ミリング加工]上でマウスを右クリックしてメニューを表

示させ、[選択]を選択するか、[作業平面/レイヤ]ツールバーの[作業平面プルダウン]から、[T3500
ミリング加工]を選択して作業平面を[T3500 ミリング加工]に変更します。 

  
 
または 

 
 

(2) 下図の線分をマウスで左クリックして選択します。 

  
 

こ の 線 分 を

選択する。 
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(3) 線分が選択された状態のまま、[フィーチャ作成]ツールバーの[自動連続フィーチャ] を選択

します。 

 
 
下図のように、選択されていた線分上にフィーチャが作成されます。 

 
 

(4) フィーチャマネージャで、平面[T3500 ミリング加工]の下に新たに作成されたフィーチャの名

前を[ミリング加工１フィーチャ]に変更します。 

  
 

２-７９ 



■ ミリング加工用フィーチャのコピー 
作成した[ミリング加工１フィーチャ]を X 軸反対側にコピーし、フィーチャ方向を反転させます。 

 
(1) フィーチャマネージャの[ミリング加工１フィーチャ]上でマウスを右クリックしてメニューを

表示させ、[コピー]を選択します。 

 
 

(2) フィーチャマネージャの平面[T3500 ミリング加工]上でマウスを右クリックしてメニューを表

示させ、[貼り付け]を選択します。 

 
 
下図のように、フィーチャマネージャの平面[T3500 ミリング加工] の下にフィーチャ[ミリング

加工１フィーチャ(2)]が表示されます。 

 

２-８０ 



(3) 貼り付けられたフィーチャ[ミリング加工１フィーチャ(2)]上でマウスを右クリックしてメニュ

ーを表示させ、[対称移動]を選択して“対称移動ダイアログ”を表示させます。 

 
 

(4) 中心軸に[Ｘ]を選択し、[OK]ボタンを押してダイアログを閉じます。 

 
 
下図のように、X 軸の反対側にフィーチャが移動し、フィーチャマネージャでは平面[T300 ミ

リング加工]の下に移動します。 

  

２-８１ 



(5) [T300ミリング加工]平面に移動したフィーチャ上でマウスを右クリックしてメニューを表示さ

せ、[方向反転]を選択して、フィーチャの方向を反転させます。 

 
 

(6) フィーチャマネージャで、平面[T300 ミリング加工]の下に移動したフィーチャ[ミリング加工

１ フ ィ ー チ ャ (2)] の 名 前 を [ ミ リ ン グ 加 工 2 フ ィ ー チ ャ ] に 変 更 し ま す 。

  
 

２-８２ 



(7) フィーチャマネージャの平面[XYZ]上でマウスを右クリックしてメニューを表示させ、[選択]
を選択するか、[作業平面/レイヤ]ツールバーの[作業平面プルダウン]から、[XYZ]を選択して作

業平面を[XYZ]に戻します。  

  
 
または 
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２－６ 加工定義の作成 

作成した工具とフィーチャを使用した加工定義や、タレット移動、ワークの取り上げ等を設定しま

す。 
 

■ 準備 
 
◇ レイヤの作成 

加工定義作成用のレイヤ[Tool Path]を作成します。 
 
(1)「作業平面/レイヤ」ツールバーの[レイヤ] を選択し、“レイヤダイアログ”を開きます。 

 

 
(2) 新規レイヤ[Tool Path]を作成し、カレントレイヤに設定します。 

 
 

 

２-８４ 



◇ 加工定義マネージャの表示の変更 
加工定義マネージャを表示させ、表示パターンを[一覧]に変更します。 
 
(1) プロジェクトマネージャ下の[加工定義]を選択し、加工定義マネージャを表示させます。 

 
 
(2) 加工定義マネージャ上でマウスの右クリックを行ってメニューを表示させ、[表示]の[一覧]

を選択します。 
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◇ 加工定義ダイアログの表示 

このチュートリアルでは、“加工定義ダイアログ”から全ての加工定義を作成します。 

 

e-camo ツールバーの[加工定義] を選択して“加工定義ダイアログ”を表示させます。 

 

 

 

 
加工定義生成レイヤ： Tool Path 
フィーチャパス／マニュアルパス： フィーチャパス 
 
このチュートリアルでは、常にレイヤは[Tool Path]とし、[フィーチャパス]で加工定義を作成し

ます。 

２-８６ 



２－６－１ T200端面輪郭加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[旋削加工]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示さ

せ、下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：端面 
加工詳細タイプ：輪郭加工 
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：端面輪郭加工フィーチャ（右上図参照） 
工具：T200 : Turn S16NR0.2 
 

[旋削加工]を選択 

２-８７ 



(2) [次へ]を押して“加工定義パラメータダイアログ”を表示させ、下図のように設定し、[次へ]を
押して順次全てのページの設定を行います。 

 
 

 
 

２-８８ 



 
 

 
 

２-８９ 



 
 
 

２-９０ 



２－６－２ T200外径輪郭加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[旋削加工]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示さ

せ、下図のように設定します。 

 
 

  
 
加工部位タイプ：外径 
加工詳細タイプ：輪郭加工 
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外径輪郭加工 1 フィーチャ（右上図参照） 
工具：T200 : Turn S16NR0.2 

[旋削加工]を選択 

２-９１ 



(2) [次へ]を押して“加工定義パラメータダイアログ”を表示させ、下図のように設定し、[次へ]を
押して順次全てのページの設定を行います。 
 

 
 

 
 

２-９２ 



 
 

 
 

２-９３ 
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２－６－３ T3152正面センタ穴加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

 
 
加工詳細タイプ：面取り 
加工スピンドル：メインスピンドル 
工具：T3152 : Center Drill TA90D2.5 

[穴あけ]を選択 

２-９５ 



(2) [次へ]を押して“加工定義パラメータダイアログ”を表示させ、下図のように設定し、[次へ]を
押して順次全てのページの設定を行います。 
 

 
 

 
 

２-９６ 



 
 

 
 
 

２-９７ 



 
 

２-９８ 



２－６－４ T3151正面タップ下穴加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

 
加工詳細タイプ：ドリル 
加工スピンドル：メインスピンドル 
工具：T3151 : Drill TA118D5.0 

[穴あけ]を選択 

２-９９ 



(2) [次へ]を押して“加工定義パラメータダイアログ”を表示させ、下図のように設定し、[次へ]を
押して順次全てのページの設定を行います。 

 
 

 
 
 

２-１００ 



 
 

 
 

２-１０１ 
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２－６－５ T3153正面タップ加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

 
加工詳細タイプ：タップ 
加工スピンドル：メインスピンドル 
工具：T3153 : Tap M6P1.0 

[穴あけ]を選択 

２-１０３ 



 
 

 
 

２-１０４ 



 
 

 
 

２-１０５ 
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２－６－６ T3300タレット移動 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[ワーク]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

 
加工部位タイプ：タレット移動 
工具：T3300 : Thread S16W3.0NR0 

[ワーク]を選択 

２-１０７ 



 
 

 
 

２-１０８ 
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２－６－７ T3300外径ねじ切り加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[ねじ切り]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示さ

せ、下図のように設定します。 

 
 

 
加工部位タイプ：外径 
加工スピンドル：メインスピンドル 
工具：T3300 : Thread S16W3.0NR0 

[ねじ切り]を選択 

２-１１０ 



 
 

 
 

２-１１１ 



 
 

 
 

２-１１２ 



 
 

 
 

２-１１３ 



 
 
 
 

２-１１４ 



２－６－８ T541外周センタ穴加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[C 軸穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示

させ、下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：外周  
加工詳細タイプ：面取り 
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外周センタ穴加工 1PTOP フィーチャ（右上図参照） 
工具：T541 : Center Drill TA90D4.0 

[C 軸穴あけ]を選択 

２-１１５ 



 
 

 
 

２-１１６ 



 
 

 
 

２-１１７ 



 
 

２-１１８ 



２－６－９ T3441外周センタ穴加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[C 軸穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示

させ、下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：外周  
加工詳細タイプ：面取り 
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外周センタ穴加工 2PTOP フィーチャ（右上図参照） 
工具：T3441 : Center Drill TA90D4.0(1) 

[C 軸穴あけ]を選択 

２-１１９ 



 
 

 
 

２-１２０ 



 
 

 
 

２-１２１ 



 
 
 

２-１２２ 



２－６－１０ T3442外周タップ下穴加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[C 軸穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示

させ、下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：外周  
加工詳細タイプ：ドリル  
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外周タップ加工 PTOP フィーチャ（右上図参照） 
工具：T3442 : Drill TA118D2.55 

[C 軸穴あけ]を選択 

２-１２３ 



 
 

 
 

２-１２４ 



 
 

 
 

２-１２５ 



 
 
 

 

２-１２６ 



２－６－１１ T542外周タップ加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[C 軸穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示

させ、下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：外周  
加工詳細タイプ：タップ  
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外周タップ加工 PTOP フィーチャ（右上図参照） 
工具：T542 : Tap M3P0.5 

[C 軸穴あけ]を選択 

２-１２７ 



 
 

 
 

２-１２８ 



 
 

 
 

２-１２９ 



 
 
 
 

２-１３０ 



２－６－１２ T200外径輪郭加工２の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[旋削加工]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示さ

せ、下図のように設定します。 

 
 

加工部位タイプ：外径 
加工詳細タイプ：輪郭加工 
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外径輪郭加工 2 フィーチャ（右上図参照） 
工具：T200 : Turn S16NR0.2 

[旋削加工]を選択 

２-１３１ 



 
 

 
 

２-１３２ 



 
 

 
 

２-１３３ 



 
 

２-１３４ 



２－６－１３ T300割出ミリング加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[割出加工]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示さ

せ、下図のように設定します。 

 
 

  
加工詳細タイプ：輪郭加工 
加工スピンドル：メインスピンドル 
切削領域フィーチャ：ミリング加工 2 フィーチャ（右上図参照） 
工具：T300 : End Mill D8.0 
 

[割出加工]を選択 

２-１３５ 



 
 

 
 

２-１３６ 



 
 

 
 

２-１３７ 



 
 

 
 

２-１３８ 



 
 

２-１３９ 



２－６－１４ T3500割出ミリング加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[割出加工]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示さ

せ、下図のように設定します。 

 
 

  
加工詳細タイプ：輪郭加工 
加工スピンドル：メインスピンドル 
切削領域フィーチャ：ミリング加工 1 フィーチャ（右上図参照） 
工具：T3500 : End Mill D8.0(1) 
 

[割出加工]を選択 

２-１４０ 



 
 

 
 

２-１４１ 



 
 

 
 

２-１４２ 



 
 

２-１４３ 



 
 

２-１４４ 



２－６－１５ T400外径溝入れ１の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[溝入れ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：外径 
加工詳細タイプ：溝入れ  
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外径溝加工 1 フィーチャ（右上図参照） 
工具：T400 : Groove S16W2.0NR0 

[溝入れ]を選択 

２-１４５ 



 
 

 
 

２-１４６ 



 
 

 
 

２-１４７ 



 
 

 
 
 

 

２-１４８ 



２－６－１６ T400外径溝入れ２の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[溝入れ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：外径 
加工詳細タイプ：溝入れ  
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外径溝加工 2 フィーチャ（右上図参照） 
工具：T400 : Groove S16W2.0NR0  

[溝入れ]を選択 

２-１４９ 



 
 

 
 

２-１５０ 



 
 

 
 

２-１５１ 



 
 

 
 

 

２-１５２ 



２－６－１７ T400外径溝仕上げの設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[溝入れ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：外径 
加工詳細タイプ：溝仕上げ 
加工スピンドル：メインスピンドル 
フィーチャ：外径溝加工 2 フィーチャ（右上図参照） 
工具：T400 : Groove S16W2.0NR0 

[溝入れ]を選択 

２-１５３ 



 
 

 
 

２-１５４ 



 
 

 
 

２-１５５ 



 
 

２-１５６ 



２－６－１８ 取り上げの設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[ワーク]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

 
加工部位タイプ：ワーク移動 
加工詳細タイプ：取り上げ  
 

[ワーク]を選択 

２-１５７ 



 

 
 

２-１５８ 



 
 

２-１５９ 



２－６－１９ T100突切りの設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[溝入れ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

  
加工詳細タイプ：仕上げ  
フィーチャ：突切り加工フィーチャ（右上図参照） 
工具：T100 : Cutoff S16W2.0NR0 
 

[突切り]を選択 

２-１６０ 



 
 

 
 

２-１６１ 



 
 

 
 

 

２-１６２ 



２－６－２０ T3600タレット移動 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[ワーク]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：タレット移動 
工具：T3600 : TurnS16NR0.2(1) 
 

[ワーク]を選択 

２-１６３ 



 
 

 
 

２-１６４ 



 
 
 

 

２-１６５ 



２－６－２１ T3600外径輪郭加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[旋削加工]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示さ

せ、下図のように設定します。 

 
 

  
加工部位タイプ：外径 
加工詳細タイプ：輪郭加工 
加工スピンドル：サブスピンドル 
フィーチャ：外径輪郭加工 3 フィーチャ（右上図参照） 
工具：T3600 : Turn S16NR0.2(1) 

[旋削加工]を選択 

２-１６６ 



 
 

 
 

２-１６７ 



 
 

 
 

２-１６８ 



 
 
 

 

２-１６９ 



２－６－２２ T2100背面センタ穴加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

  
加工詳細タイプ：面取り 
加工スピンドル：サブスピンドル 
工具：T2100 : Center Drill TA90D2.0 

[穴あけ]を選択 

２-１７０ 



 
 

 
 

２-１７１ 



 
 

 
 

２-１７２ 



 
 

２-１７３ 



２－６－２３ T2200背面タップ下穴加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

  
加工詳細タイプ：ドリル 
加工スピンドル：サブスピンドル 
工具：T2200 : Drill TA118D5.0 

[穴あけ]を選択 

２-１７４ 



 
 

 
 

２-１７５ 



 
 

 
 

２-１７６ 



 
 

２-１７７ 



２－６－２４ T2300背面タップ加工の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[穴あけ]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

  
加工詳細タイプ：タップ 
加工スピンドル：サブスピンドル 
工具：T2300 : Tap M4P0.7 

[穴あけ]を選択 

２-１７８ 



 
 

 
 

２-１７９ 



 
 

 
 

２-１８０ 



 
 

２-１８１ 



２－６－２５ 排出の設定 

 
(1) “加工定義ダイアログ”で[ワーク]を選択して“加工定義インデックスダイアログ”を表示させ、

下図のように設定します。 

 
 

 
加工部位タイプ：ワーク移動 
加工詳細タイプ：排出 
 

[ワーク]を選択 

２-１８２ 



 

 
 

２-１８３ 



２－６－２６ テクノロジー挿入 

作成した加工定義に対してテクノロジー挿入を設定します。テクノロジー挿入を設定することによ

り、加工途中での加工条件の変更やドウェルの設定、NC コードの挿入等を行うことができます。 
 

■ 外径 輪郭加工 1 の加工条件変更 
外径 輪郭加工 1 の加工途中で送り速度を変更します。 
 
(1) “加工定義マネージャ”の加工定義“外径 輪郭加工 1”上でマウスを右クリックしてメニュー

を表示させ、[テクノロジー挿入]を選択して“テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”を表

示させます。 

 
 

“テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”が表示されると同時に、パス上に挿入位置を指

し示す矢印が表示されます。この時、矢印は選択した加工定義のアプローチ位置を指し示して

います。 
  

２-１８４ 



(2) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[前へ]ボタンと[次へ]ボタンを使って、下図の

位置へ矢印を移動させます。 

  

 
(3) そのまま次の操作に進んでも問題ありませんが、グラフィックス作業ウインド上でツールパス

が選択されていて矢印の位置等が見にくい場合、グラフィックス作業ウインド上の何もない部

分を左クリックし、ツールパスの選択を解除してください。 

 
 

 
 
 

何もない部分を

左クリックする。 

２-１８５ 



(4) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”で下図のように切削送り速度に 0.04 を設定し、

[作成]ボタンを押します。 

 
 
テクノロジー挿入が設定され、挿入位置以降の送り速度が変更されます。 
テクノロジー挿入が設定されると“加工定義マネージャ”内の選択した加工定義の下にテクノ

ロジーが表示され、さらにパス上には赤点マークが表示されます。 
  

 
注 記 
・ 切削送り速度と長補正番号に”0”を入力すると挿入位置以前の値を保持するという意味にな

ります。送り速度や工具補正を変更しないで、他の値を出力したい場合は、”0”を入力して下

さい。 

 

２-１８６ 



(5) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[閉じる]ボタンを押してダイアログを閉じます。 

 
 

２-１８７ 



■ 外径 輪郭加工 2 の加工条件変更 
外径 輪郭加工 2 の加工途中で送り速度を変更します。 
 
(1) “加工定義マネージャ”の加工定義“外径 輪郭加工 2”上でマウスを右クリックしてメニュー

を表示させ、[テクノロジー挿入]を選択して“テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”を

表示させます。 

 

 
(2) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[前へ]ボタンと[次へ]ボタンを使って、下図の

位置へ矢印を移動させます。 
 

  

 

２-１８８ 



(3)  “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”で下図のように切削送り速度に 0.04 を設定し、

[作成]ボタンを押します。 

 
 
下図のようにテクノロジー挿入が設定され、挿入位置以降の送り速度が変更されます。 

  

 

２-１８９ 



(4) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[閉じる]ボタンを押してダイアログを閉じます。 

 
 

２-１９０ 



■ 外径 溝入れ 1 の加工条件変更 
外径 溝入れ 1 の溝底部にドウェルを設定します。 
 
(1) “加工定義マネージャ”の加工定義“外径 溝入れ 1”上でマウスを右クリックしてメニューを

表示させ、[テクノロジー挿入]を選択して“テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”を表

示させます。 

 
 

(2) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[前へ]ボタンと[次へ]ボタンを使って、下図の

位置へ矢印を移動させます。 
 

   

 

２-１９１ 



(3)  “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”で下図のようにドウェルに 0.1 を設定し、[作成]
ボタンを押します。 

 
 
下図のようにテクノロジー挿入が設定され、矢印の位置にドウェルが設定されます。 

  

 

２-１９２ 



(4) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[閉じる]ボタンを押してダイアログを閉じます。 

 
 

２-１９３ 



■ 外径 溝入れ 2 の加工条件変更 
外径 溝入れ 2 の溝底部にドウェルを設定します。 
 
(1) “加工定義マネージャ”の加工定義“外径 溝入れ 2”上でマウスを右クリックしてメニューを

表示させ、[テクノロジー挿入]を選択して“テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”を表

示させます。 

 
 

(2) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[前へ]ボタンと[次へ]ボタンを使って、下図の

位置へ矢印を移動させます。 
 

   

 

２-１９４ 



(3)  “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”で下図のようにドウェルに 0.1 を設定し、[作成]
ボタンを押します。 

 
 
下図のようにテクノロジー挿入が設定され、矢印の位置にドウェルが設定されます。 

  

 

２-１９５ 



(4) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[閉じる]ボタンを押してダイアログを閉じます。 

 
 

２-１９６ 



■ 外径 輪郭加工 3 の加工条件変更 
外径 輪郭加工 3 の加工途中で送り速度を変更し、ドウェルを設定します。 
下図のように外径 輪郭加工 3 の加工途中で送り速度を変更し、ドウェルを設定します。 

 

 
(1) “加工定義マネージャ”の加工定義“外径 輪郭加工 3”上でマウスを右クリックしてメニュー

を表示させ、[テクノロジー挿入]を選択して“テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”を

表示させます。 

 
 

切削送り速度：0.04 
切削送り速度：0.05
ドウェル：0.1 

切削送り速度：0.03 

(2) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[前へ]ボタンと[次へ]ボタンを使って、下図の

位置へ矢印を移動させます。 
 

   

 

２-１９７ 



(3)  “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”で下図のように切削送り速度に 0.04 を設定し、

[作成]ボタンを押します。 

 
 
下図のようにテクノロジー挿入が設定され、挿入位置以降の送り速度が変更されます。 

  

 
(4) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[前へ]ボタンと[次へ]ボタンを使って、下図の

位置へ矢印を移動させます。 

   

２-１９８ 



(5) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”で下図のように切削送り速度に 0.05 を、ドウェ

ルに 0.1 を設定し、[作成]ボタンを押します。 

 
 
下図のようにテクノロジー挿入が設定され、矢印の位置にドウェルが設定されて挿入位置以降

の送り速度が変更されます。 
  

 
(6) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[前へ]ボタンと[次へ]ボタンを使って、下図の

位置へ矢印を動かします。 

   
 

２-１９９ 



(7) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”で下図のように切削送り速度に 0.03 を、ドウェ

ルに 0.0 を設定し、[作成]ボタンを押します。 

 
 
下図のようにテクノロジー挿入が設定され、挿入位置以降の送り速度が変更されます。 

  

 
 

２-２００ 



(8) “テクノロジー挿入の作成／編集ダイアログ”の[閉じる]ボタンを押してダイアログを閉じます。 

 
 

２-２０１ 



２－７ 同期リストの設定 

“同期リストダイアログ”で加工順の編集、待ち合わせコードの設定、同期の設定などを行います。 
 

■ 準備 
 
◇ 同期リストダイアログの表示 

e-camo ツールバーの[同期リスト] を選択し、“同期リストダイアログ”を表示させます。 

 
 

 
 

２-２０２ 



２－７－１ 加工順の編集 

加工定義アイコン、同期アイコン、待ち合わせコードアイコンをドラッグ＆ドロップで移動させる

ことによって、加工順、待ち合わせコードの位置などを編集することができます。 
ここでは、チャンネル２の先頭にある[ワーク移動 取り上げ]をチャンネル２の最後に移動させます。 
 
(1) “同期リストダイアログ”のチャンネル２の先頭にある[ワーク移動 取り上げ]を選択し、マウ

スのドラッグ＆ドロップでチャンネル２の一番下に移動させます。 

 
 

 
 

２-２０３ 



２－７－２ M172／M173コードの挿入 

ツールバーボタンの[コードの挿入]を使用し、チャンネル３とチャンネル２の先頭部分に M172（タ

レット３をチャンネル２で使用）を挿入し、チャンネル３の先頭の M172 の下とチャンネル２の [外
径 輪郭加工 3]の加工後に M173（タレット３をチャンネル３で使用）を挿入します。 
 
(1) チャンネル３の[穴あけ センタ穴 1]とチャンネル２の[タレット移動 位置決め 2]を選択し、ツ

ールバーボタンの[コードの挿入] を選択して“コードの挿入ダイアログ”を表示させます。 

 
 
注 記 
・ [コードの挿入]を選択する前に、チャンネル１に何も選択されていない事を確認してくださ

い。もしチャンネル１の加工定義が選択されている場合、チャンネル１の空白部分をマウス

でクリックして選択を解除してください。 

 
(2) “コードの挿入ダイアログ”の挿入コードと挿入位置を下図のように選択し、[OK]ボタンを押

してダイアログを閉じます。 

 
 
下図のようにチャンネル３とチャンネル２に待ち合わせコード M172 が挿入されます。 

 
 

２-２０４ 



(3) チャンネル３の[穴あけ センタ穴 1]とチャンネル２の[外径 輪郭加工 3]を選択し、ツールバー

ボタンの[コードの挿入] を選択して“コードの挿入ダイアログ”を表示させます。 

 
 
(4) “コードの挿入ダイアログ”の挿入コードと挿入位置を下図のように選択し、[OK]ボタンを押

してダイアログを閉じます。 

 
 
下図のようにチャンネル３とチャンネル２に待ち合わせコード M173 が挿入されます。 
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２－７－３ M133コードの挿入１ 

ツールバーボタンの[コードの挿入]を使用し、チャンネル１の[端面 輪郭加工]の加工後とチャンネ

ル３の[穴あけ センタ穴 1]の工具交換後に M133（Z1 をチャンネル３で使用）を挿入します。 
 
(1) チャンネル１の[端面 輪郭加工]とチャンネル３の[穴あけ センタ穴 1]を選択し、ツールバーボ

タンの[コードの挿入] を選択して“コードの挿入ダイアログ”を表示させます。 

 
 
(2) “コードの挿入ダイアログ”の挿入コードと挿入位置を下図のように選択し、[OK]ボタンを押

してダイアログを閉じます。 

 
 
下図のようにチャンネル１とチャンネル３に待ち合わせコード M133 が挿入されます。 
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２－７－４ Z1－Z3重畳の設定 

ツールバーボタンの[同期の設定]を使用し、チャンネル１の[外径 輪郭加工 1]とチャンネル３の[穴
あけ タップ下穴 1]に Z1－Z3 重畳を設定します。 
 
(1) チャンネル１の[外径 輪郭加工 1]とチャンネル３の[穴あけ タップ下穴 1]を選択し、ツールバ

ーボタンの[同期の設定] を選択して“同期の設定ダイアログ”を表示させます。 

 
 
(2) “同期の設定ダイアログ”の同期に[Z1－Z3 重畳]を選択し、[OK]ボタンを押してダイアログを

閉じます。 
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下図のように[外径 輪郭加工 1]と[穴あけ タップ下穴 1]の前後に「Z1－Z3 重畳 ON」、「Z1－Z3
重畳 OFF」が挿入されます。 

 
 

２-２０８ 



２－７－５ M133コードの挿入2 

ツールバーボタンの[コードの挿入]を使用し、チャンネル１の[外径 輪郭加工 1]の加工後とチャン

ネル３の[穴あけ タップ 1]の工具交換後に M133（Z1 をチャンネル３で使用）を挿入します。 
 
(1) チャンネル１の[外径 輪郭加工 1]とチャンネル３の[穴あけ タップ 1]を選択し、ツールバーボ

タンの[コードの挿入] を選択して“コードの挿入ダイアログ”を表示させます。 

 
 
(2) “コードの挿入ダイアログ”の挿入コードと挿入位置を下図のように選択し、[OK]ボタンを押

してダイアログを閉じます。 
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下図のようにチャンネル１とチャンネル３に待ち合わせコード M133 が挿入されます。 

 
 

２-２１０ 



２－７－６ X1－X3同期の設定 

ツールバーボタンの[同期の設定]を使用し、チャンネル１の[外周 センタ穴 1]とチャンネル３の[外
周 センタ穴 2]に X1－X3 同期を設定します。 
 
(1) チャンネル１の[外周 センタ穴 1]とチャンネル３の[外周 センタ穴 2]を選択し、ツールバーボ

タンの[同期の設定] を選択して“同期の設定ダイアログ”を表示させます。 

 
 

２-２１１ 



(2) “同期の設定ダイアログ”の同期に[X1－X3 同期]を選択し、[OK]ボタンを押してダイアログを

閉じます。 

 
 
下図のように[外周 センタ穴 1]と[外周 センタ穴 2] の前後に「X1－X3 同期 ON」、「X1－X3
同期 OFF」が挿入されます。 
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２－７－７ M133／M131コードの挿入 

ツールバーボタンの[コードの挿入]を使用し、チャンネル１の[外周 センタ穴 1]の加工後とチャン

ネル３の[外周 タップ下穴]の工具交換後に M133（Z1 をチャンネル３で使用）を挿入し、チャンネ

ル１の[外周 タップ]の工具交換後とチャンネル３の[外周 タップ下穴]の加工後に M131（Z1 をチ

ャンネル１で使用）を挿入します。 
 
(1) チャンネル１の[外周 センタ穴 1]とチャンネル３の[外周 タップ下穴]を選択し、ツールバーボ

タンの[コードの挿入] を選択して“コードの挿入ダイアログ”を表示させます。 

 
 
(2) “コードの挿入ダイアログ”の挿入コードと挿入位置を下図のように選択し、[OK]ボタンを押

してダイアログを閉じます。 
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下図のようにチャンネル１とチャンネル３に待ち合わせコード M133 が挿入されます。 

 
 
(3) チャンネル１の[外周 タップ]とチャンネル３の[外周 タップ下穴]を選択し、ツールバーボタン

の[コードの挿入] を選択して“コードの挿入ダイアログ”を表示させます。 
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(4) “コードの挿入ダイアログ”の挿入コードと挿入位置を下図のように選択し、[OK]ボタンを押

してダイアログを閉じます。 

 
 
下図のようにチャンネル１とチャンネル３に待ち合わせコード M131 が挿入されます。 
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２－７－８ Y１－Y３逆同期の設定 

ツールバーボタンの[同期の設定]を使用し、チャンネル１の[割出加工 輪郭加工 1]とチャンネル３

の[割出加工 輪郭加工 2]に Y1－Y3 逆同期を設定します。 
 
(1) チャンネル１の[割出加工 輪郭加工 1]とチャンネル３の[割出加工 輪郭加工 2]を選択し、ツー

ルバーボタンの[同期の設定] を選択して“同期の設定ダイアログ”を表示させます。 

 
 

２-２１６ 



(2) “同期の設定ダイアログ”の同期に[Y1－Y3 逆同期]を選択し、[OK]ボタンを押してダイアログ

を閉じます。 

 
 
下図のように[割出加工 輪郭加工 1]と[割出加工 輪郭加工 2] の前後に「Y1－Y3 逆同期 ON」、

「Y1－Y3 逆同期 OFF」が挿入されます。 
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２－７－９ 取り上げの設定 

ツールバーボタンの[同期の設定]を使用し、チャンネル１の[突切り 仕上げ]とチャンネル２の[ワー

ク移動 取り上げ]に取り上げの同期を設定します。 
 
(1) チャンネル１の[突切り 仕上げ]とチャンネル２の[ワーク移動 取り上げ]を選択し、ツールバー

ボタンの[同期の設定] を選択して“同期の設定ダイアログ”を表示させます。 
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(2) “同期の設定ダイアログ”の同期に[取り上げ]を選択し、[OK]ボタンを押してダイアログを閉

じます。 

 
 
下図のように[突切り 仕上げ]と[ワーク移動 取り上げ]の前後と、チャンネル３の一番下に「取

り上げ開始」、「取り上げ終了」が挿入されます。 
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同期リスト全体は下図のようになります。 
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２－８ 出力 

e-camo で作成した NC コードは PUE という NC エディタで編集を行い、機械シミュレーションで

動作を確認します。また、ツーリングシートと加工指示書を Excel に出力します。 
 

■ 準備 
◇ PU-Jr.のインストール 

e-camo から出力された NC コードを表示し、機械シミュレーションを起動するのに PUE とい

う NC エディタソフトを使用します。PUE は PU-Jr.と同時にインストールされるため、PUE
を使用するためには PU-Jr.がインストールされている必要があります。もし PU-Jr.がインスト

ールされていない場合、PU-Jr.の取扱説明書に従って PU-Jr.をインストールしてください。 
 
◇ Microsoft Excel のインストール 

e-camo からツーリングシートと加工指示書を出力するには Microsoft Excel がインストールさ

れている必要があります。事前に Microsoft Excel をインストールしてください。また、Microsoft 
Excel のマクロのセキュリティレベルが「高」または「最高」に設定されているとツーリングシ

ートと加工指示書が出力されませんので、「中」に設定して下さい。 
 

２－８－１ ＮＣコード出力と機械シミュレーション 

e-camo から NC コードを出力し、機械シミュレーションで切削形状や加工時間の確認および干渉チ

ェックを行います。 
 

■ NC コード出力 
 (1) メニューバーから[ファイル]の[NC コード]を選択、または e-camo ツールバーの[NC コード]

を選択して“NC 出力ダイアログ”を表示させます。 
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(2) “NC 出力ダイアログ”の NC ファイル名に「TestPiece」と入力し、[OK]ボタンを押します。 

 
 
入力した名前に従って次のファイルが作成されます。 
・ファイル出力先フォルダ ： ...￥e-camo3.0￥Output￥NcCode￥TestPiece 
・出力ファイル  ： TestPiece_１.mpf （チャンネル１の NC ファイル） 

      TestPiece_２.mpf （チャンネル２のNCファイル） 
      TestPiece_３.mpf （チャンネル３のNCファイル） 

      TestPiece_ｃ.cpf （ジオメトリ情報ファイル） 
 
e-camo をインストール後、初めて NC ファイルを出力する時だけ、PUE.exe の場所を設定する

ために次のようなダイアログが表示されます。 

 
 
[参照]ボタンまたは[検索]ボタンで PUE.exe がインストールされている場所を設定し、[OK]ボ
タンを押すと、PUE が起動します。 
 
通常は NC コードの出力を行うと、自動的に PUE が起動します。 
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下図のように、出力された NC ファイルが PUE で表示されます。 

 

 
注 記 
・ PUEがみつからない場合、NCファイルはESPRITのNCエディタ(NcEdit)によって開かれま

す。 
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(3) 行番号が表示されていない場合、PUE のメニューバーから[表示]の[行番号]を選択し、各チャン

ネルの NC コード左側に行番号を表示させます。 
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■ 機械シミュレーション干渉チェック 
PUE から機械シミュレーションを起動し、パソコン上で機械動作のシミュレーションを行います。 
 
(1) PUE のメニューバーから[ツール]の[3D-Simulation]を選択し、機械シミュレーションを起動さ

せます。刃先 R 補正を使用しているプログラムの場合、シミュレーション起動時に

“COMPENSATION ダイアログ”が表示されます。[はい]ボタンを押して刃先 R 補正を有効に

します。 
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(2) 機械シミュレーションの[クローズアップ表示]ボタンを押し、表示されたメニューから[主軸周

辺]を選択して主軸での加工部分を拡大表示させます。 
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(3) [シミュレーション実行]ボタン を押してシミュレーションをスタートさせます。 

 
 
シミュレーション途中で下図のように干渉エラーが発生し、干渉したユニットや工具が赤色表

示になります。 

 

(4) 干渉エラーの内容を確認し、[終了]ボタン で機械シミュレーションを一旦終了します。 
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■ NC コードの修正 
干渉を回避するために PUE にて NC コードの修正を行います。 
 
(1) PUE で、先ほど出力した NC コードを表示させ、干渉を回避するためにチャンネル３の２７行

目に「G0 X100.0」と入力します。また、Ｔ３１５１での[穴あけ タップ下穴 1]の加工開始のタ

イミングを少し遅らせるため、チャンネル１の５０行目の「waitm(2, 1, 3)」を５３行目「Ｇ1 Z6.」
と５４行目「Ｇ1 Ｘ13. Ｆ.04」の間に移動します。 

 
 

 

G0 X100.0 を入力 

２-２２８ 



(2) [上書き保存]ボタンで修正したＮＣコードを保存した後、再び機械シミュレーションを起動しま

す。 

 
 
(3) 機械シミュレーションを実行し、シミュレーションでエラーが発生しない事を確認します。 
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(4) 機械シミュレーション完了後、[切削形状表示]ボタンを押して形状確認画面を表示させ、部品形

状の確認や、旋削加工の断面形状の輪郭線の寸法等を確認します。 
 

 
 

 
 

 
 

[切削形状表示]ボタン 

[形状輪郭表示]ボタン 

注 記 
・ 作成したNCプログラムの機械への入出力に関しては、PU-Jr.の取扱説明書を参照して下さ

い。 
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２－８－２ 加工指示書 

加工指示書を Excel に出力します。 
 
(1) メニューバーから[ファイル]の[加工指示書出力]を選択すると、Microsoft Excel が自動的に起動

します。 

 
 

(2) 以下のメッセージが表示されますので、[マクロ機能を有効にする(E)]をクリックします。 
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ファイル“EcamoSetupSheet.txt”が作成され、Microsoft Excel でプレビュー表示されます。 
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(3) 加工指示書に編集を加えたい場合には、プレビュー表示で[閉じる]ボタンをクリックします。

Microsoft Excel の Sheet 上で編集を行なうことができます。 

 
 
この［加工指示書］機能では、加工指示書ファイルが自動的に EcamoSetupSheet.txt というフ

ァイル名で作成されます。 
 

(4) 必要に応じて加工指示書の印刷や保存を行います。もし加工指示書を保存する場合には、

Microsoft Excel 上で[ファイル]の[名前を付けて保存]で、新しく名前をつけてから保存してく

ださい。 
 

 
 注 意 

・加工指示書を保存する時には、ファイルの種類を「Microsoft Excelブック（＊.xls）」とし

て保存してください。 
・ 加工指示書を出力する時には、Microsoft Excelのマクロのセキュリティレベルを「中」に

設定して下さい。 
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２－８－３ ツーリングシート 

e-camo で設定したツーリング情報を Excel に出力します。 
 
(1) メニューバーから[ファイル]の[ツーリングシート]を選択すると工具形状やジオメトリオフセ

ットなどが記載された“ツーリングシート”が表示されます。このとき、Microsoft Excel が自

動的に立ち上がります。 
ここで以下のメッセージが表示されますので、[マクロ機能を有効にする(E)]をクリックします。 

   
 
ファイル“ToolingList.txt”が作成され、Microsoft Excel でプレビュー表示されます。 
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(2) ツーリングシートに編集を加えたい場合には、プレビュー表示で[閉じる]ボタンをクリックしま

す。Microsoft Excel の Sheet 上で編集を行なうことができます。 

 
 

(3) 必要に応じてツーリングシートの印刷や保存を行います。もしツーリングシートを保存する場

合には、Microsoft Excel 上で[ファイル]の[名前を付けて保存]で、新しく名前をつけてから保存

してください。 
 
 

 注 意 
・ツーリングシートを保存する時には、ファイルの種類を「Microsoft Excelブック（＊.xls）」
として保存してください。 

・ ツーリングシートを出力する時には、Microsoft Excelのマクロのセキュリティレベルを

「中」に設定して下さい。 
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